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○評価委員会コメント 

強み： 

⚫ 得られた成果は医療分野としても社会的ニーズという点でも重要な知見である。 日本、米国、韓

国の３カ国の共同研究が実施でき、研究成果が得られた点は評価できる。 

⚫ 着実な成果の積み重ねにより、我が国の肺 MAC 症の克服への研究進展を期待する。 

⚫ 肺非結核性抗酸菌症の感受性遺伝子を追求することを目的とした研究であり、肺 NTM 疾患の

遺伝的リスク因子を明らかにした点で評価できる。また、肺非結核性抗酸菌症の疾患感受性の判

定方法に関する特許出願もなされており、必要な知的財産が確保されている点も高く評価できる。

今後肺非結核性抗酸菌症の対策に資することが期待できる。 

弱み： 

⚫ 大規模な研究の一部という印象であり、どこまでが本事業での成果かが明らかでない。 研究結果

で示されている 1,000 人以上の検体の解析が、本事業の予算額で可能であるか疑問が残る。 

⚫ 日本側の研究開発代表者を中心とした研究開発体制が適切に組織されている。それぞれの担当

者が、適材適所に配置されているが、一方で、米国側、並びに韓国側の研究組織は、各一人であ

り、不十分である。


